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持続可能な社会についての認識形成をめざす小学校環境学習

単元開発研究

―世代間の公平性に着目して―

守屋　顕※ 1　桑原　敏典※ 2

要旨：本研究は、小学校環境学習において持続可能な社会についての認識形成を図る授業構成の原理と、それを

ふまえた具体的な授業プランを提案しようとするものである。持続可能な社会を論じる視点はいくつか考えられ

るが、本研究においては、世代間の公平性に着目し、それを実現し得る社会とはどのようなものか、そのために

何が必要かを児童自身に考えさせる授業を提案していく。授業の題材は、倉敷美観地区の伝統的な町並み保存活

動である。その活動を支えているものは何か、活動は何を目指しているかを捉えさせることで先の目標を達成し

ていきたい。

キーワード：社会科教育、ＥＳＤ、環境学習、公平性

※ 1 守屋　顕（岡山大学大学院）

※ 2 桑原　敏典（岡山大学）

Ⅰ．はじめに
　本研究は、小学校環境学習において世代間の公平性

について考えさせることを通して、持続可能な社会に

ついての認識形成をはかることをめざす授業構成の原

理とその具体的な授業を提案する。

　これまで、小学校教育における環境学習は、各教科

や総合的な学習の時間、道徳などの各分野でおこなわ

れてきた。小学校における環境学習のねらいは、国立

教育政策研究所教育課程研究センターが発行する『環

境教育指導資料（小学校編）』には、①環境に対する

豊かな感受性の育成②環境に関する見方や考え方の育

成③環境に働きかける実践力の育成 1）をはかること

が示されている。これらのねらいに基づき、小学校社

会科では、地域学習や産業学習の中で、廃棄物処理、

開発、公害等の単元において環境学習を展開してき

た。そこで行われている学習は、事例から環境問題を

捉えさせるとともに、現在取り組まれている環境問題

解決の取組をふまえ、自分自身がどのように判断すべ

きかを考えさせたうえで態度や行動を決定させるもの

となっていた。このような学習によって、児童に現在

の世代一人ひとりが生活をより豊かにするための知識

を獲得させるとともに、そのための態度や行動をうな

がしていた。

　このような現在志向といえる小学校環境学習に対

し、平成二十年の改訂による新学習指導要領では、持

続可能な社会の実現を目指すことが新たに示された。

小学校社会科では、平成二十年改訂の小学校学習指導

要領社会編において、「持続可能な社会の実現など、

よりよい社会の形成に参画する資質や能力の基礎を育

成する」２）ことが明記されている。持続可能な社会

とは、「経済優先の価値観を改め、環境の持続性と社

会的な公正を優先し、経済的な弱者へも配慮がされて

いる」３）社会である。すなわち、社会の構成員に対

する経済的な豊かさの配分ではなく、将来の世代にわ

たって持続しうる環境の保護と公正さの実現が優先さ

れる社会である。そのため、環境学習においても、現

在の世代のみならず、将来の世代にも配慮した持続可

能な社会を実現していくための学習が求められている

のである。

　このような問題意識から、本研究においては、まず

持続可能な社会の形成という観点を取り入れた先行研

究の分析をおこなう。持続可能な社会の形成という観

点を取り入れた研究としては、社会認識形成をめざそ

うとする社会科教育研究が挙げられ、それらは大きく

二つに分類される。すなわち、持続可能な社会を支え

る科学的理論を捉えさせようとするものと、持続可能

な社会のあり方を判断させようとするものがある。前

者の研究では水山光春の論４）を、後者の研究では猪

【研究論文】
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瀬武則の論５）をそれぞれ取り上げ、分析をおこなう

こととする。

　次に、分析結果を踏まえた上で、授業構成原理とそ

れに基づく単元「町並み保存活動について調べよう」

を提案していくことする。

Ⅱ．持続可能な社会の形成という観点を取り入れた環
境学習授業構成
１．持続可能な社会システムを捉えさせる授業構成
　水山の提案は、中等段階を対象としている。単元は、

環境問題の原因とその解決に関する科学的知識を捉え

させようとするものである。単元の概要と単元から獲

得させる知識は以下のとおりである。

　本単元においては、環境経済学の成果に基づき、ご

み問題とその解決策という持続可能な社会のシステ

ムについて捉えさせることがねらいとされていると

いえる。単元は、経済学の成果に基づき、持続可能

な社会の条件を把握させている。

２．持続可能な社会のあり方について判断させる
　　授業構成
　猪瀬が分析したインディアナ州環境学習プラン（Ｅ

ＥＥ）は、中等教育段階を対象としている。単元は、

ロールプレイやシミュレーションといった活動を通

して経済学の概念を捉えさせ、獲得された認識に基

づく意思決定をさせようとするものである。ＥＥＥ

の単元「大気汚染」の概要と単元から獲得させる知

識は以下のとおりである。
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　本単元においては、経済学の概念を獲得させたうえ

で、環境問題について持続可能の社会の視点を踏ま

えた価値判断を行うことがねらいされている。具体

的には、外部不経済などを分析視点として、「大気汚

染」など、環境問題について安全性や費用といった

観点から判断させている。このように、学習は、生

徒に獲得させた経済学の概念を基準として、環境問

題について意思決定をさせることで、持続可能な社

会とは何かを判断させるものとなっている。

　両研究ともに、経済学の視点から持続可能な社会に

ついて捉えさせるものとなっているが、持続可能な

社会のあり方そのものについては捉えさせていない。

本研究では、特定の学問を前提とせず、児童に持続

可能な社会とは何かを考えさせる授業を提案する。

Ⅲ．持続可能な社会についての認識形成をめざす
　　環境学習授業構成原理
　本研究では、世代間の公平性について考えさせる

ことで、持続可能な社会についての認識形成をめざ

した授業構成原理を提案する。世代間の公平性につ

いて考えさせる場合、現在は存在し得ない将来世代

について考慮する必要がある。そこで、本研究では

宇佐美誠が示す将来配慮論を踏まえた授業構成原理

を提案する。宇佐美が示す将来配慮論は、以下の二

点に基づいている。

「・現在世代は、将来世代をとりまく社会環境・自

然環境や彼ら・彼女らの価値観・嗜好に対して正負

両面の影響をおよぼすが、その逆は成り立たないと

いわれる。（影響の一方向性）

・現在世代は、将来世代の規模や、その主要な価値

観・生活様式、芸術・科学技術、政治的・法的・経

済的な制度などについて知ることができない。（属

性の不可知性）」６）

　すなわち将来配慮論は、将来世代が現在世代の生

活の影響を一方的に受けるとともに、現在世代は将

来世代の価値観や社会的条件などは知ることが出来

ないことを指摘しているのである。将来配慮論を踏

まえた授業構成原理は、次のような段階となろう。

１．現在の世代にとっての課題の把握 
２．将来の世代が受ける影響の予測

３．現在の世代の利益と将来の世代の利益との対立

　　の把握

４．利益を調整し、世代間の公平性を保障しうる社会

　　のシステムや制度についての考察

　第一段階は、現在の世代にとっての課題を把握さ

せる。そのため、この段階の授業は、現在の環境問

題に気づかせ、環境問題の実態について理解させる

ように構成する。第一段階は、授業を通して、児童

が問題状況の深刻さを把握し、問題についての当事

者意識を持つことができるようにする。

　第二段階は、将来の世代の受ける影響を予測させ

る。そのため、授業は、現在世代が快適な生活を求

めることは、将来世代が同じような生活を続けるこ

とができない可能性があることを探究させる過程と

して構成される。授業過程は、将来の人々の存在に

ついて把握させたうえで、現状の問題状況から、将

来への影響を推測させる。第二段階は、授業を通して、

児童が将来の世代は現在の世代の意思決定に関与で

きないことを理解し、将来の世代の利益を考慮する

必要があることを自覚することができるようにする。

　第三段階は、現在の世代の利益が将来の世代の利益

と対立することに気づかせる。そのため、この段階

の授業は将来世代の利益を守る事の困難さを捉えさ

せる。その上で、将来世代の利益を保障するためには、

現在世代が利益を諦めること、我慢することが求め

られていることを理解させるよう構成する。第三段

階は、授業を通して、児童が現在からは知ることの

出来ない将来の世代の利益を保障することが容易で

はないことを自覚することができるようにする。

　第四段階は、利益を調整し、世代間の公平性を保

障しうる社会のシステムや制度について考察させる。

授業は、世代間の公平性を保障する社会のシステム

全体の把握させたうえで、システムの限界に気づく

ことができるようにする。その上で、将来世代の利

益を踏まえることを基準に、現在の世代との利益の

調整をおこなう。第四段階は、授業を通して、児童

が将来世代の生活に対し、自らの責任を自覚した行

動を選択することが求められるのである。

　以上のような授業構成の過程を踏まえることで、人

間社会の持続性を尊重しつつも、将来世代のために

環境を尊重することができる態度を児童に形成させ

ることにつながるのである。

Ⅳ．単元「町並み保存活動について調べよう」の
　　開発 
１．単元のねらい
　本単元は、倉敷美観地区の伝統的町並み保存活動の

取組みを事例とする。単元は、市役所、ＮＰＯ、住

民が一体となって町並み保存に取り組みを探究させ

ることで、その制度・システムに関する知識を獲得さ
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せるとともに、制度・システムが持続可能な社会を目

指したものであることを捉えさせることをめざす。単

元は、知識の習得を達成していくために前節で説明し

た授業構成原理に基づいて授業を展開する。単元を通

して、将来世代の存在に気づかせ、その人々の生活に

対する自らの責任を自覚させるとともに、将来世代の

利益と住民の利害を調整する価値を見出すことができ

るようにする。

２．教材化の視点
①世代間の公平性を保障する社会のシステム
　町並み保存活動は、現在世代にだけでなく、将来世

代に対して町並みを享受する利益を保障しているもの

といえる。伝統的町並みは、現在の世代が過去の世代

から享受した社会環境なのであり、それを将来に継承

しようとする活動は、将来の利益を踏まえたものとい

える。

　町並み保存それを支えているものは、町並み保存活

動を支える制度やシステムである。倉敷市美観地区で

は、この両者に支えられた町並保存活動がおこなわれ

ている。まず、美観地区の町並み保存活動を支える制

度として、倉敷市では美観地区景観条例、「くらしき

まちや賞」が設けられている。美観地区景観条例制定

のねらいは、建物改築の際の補助金の交付、建物の新

築、改築、色彩の変更に制限を設けることにより町の

景観を守ることである。「くらしきまちや賞」は、歴

史的な町並みを守ることに貢献した個人に褒章を贈る

ことで、町並み保存への一層の理解を深めるとともに、

適切な保存の促進の役割を持つものである。次に、町

並み保存活動を支えるシステムについて、倉敷市では

市やＮＰＯ住民が一体となって町並み保存を支えるし

くみがある。美観地区では、前述の制度を倉敷市が定

めることで、市民に町並み保存の一層の理解を図るこ

とに加え、民間団体や住民が主体となった保存活動が

ある。具体的には、倉敷まちづくりネットワークの活

動が挙げられる。団体では、美観地区の環境改善の提

案や、広報活動が行われている。さらに、市長や知事

との意見交換会の場も設定している。こうした団体活

動に対し、美観地区に居住する住民も、積極的な町並

み保存への積極的な参画をみせている。張鵬翀・市南

文一は、倉敷市美観地区の町並み保存活動が地元に居

住する住民に景観について好感をもたらし、住民はま

ちづくりに参画しようとする意識が高いことを明らか

にしている。７）これらの活動は、美観地区を行政だ

けでなく、民間の力でより良くしようとしているとい

える。

　以上から、倉敷美観地区の町並み保存活動は、倉敷

市と住民・民間団体の相互的な関わりによって、現在

の世代だけでなく将来の世代にも町並みを継承し、利

益をもたらしているといえる。その点で、美観地区の

町並みを保存しようという制度・システムは、世代間

の公平性を保障する役割があるといえる。

②現在の世代の利益と将来の世代の利益との対立
　しかしながら、将来の人々のために伝統的な町並み

を保障するうえでは、現在世代に何らかの制約が課さ

れる。

　第一に、倉敷市美観地区の住人が受ける制約である。

先に挙げた倉敷市における美観地区景観条例は、美観

地区における建築物に関しての制限を設けている。美

観地区の住民は、新たに家を建てる際、景観を守るた

めに高さや色彩といった自由の制約を受けている。同

条例は、違反があった場合には建築者に建築の停止及

び是正の措置や罰金といった罰則を課すことができる

ことを示している。以上のように、倉敷市における美

観地区の住民は、景観条例によって住民に罰則をも含

んだ建物の新改築にかかわる制約が課された制約を受

けている。

　第二に、条例による制約は、住民の生活の満足度に

も影響を与えている。先に挙げた張・市南の研究では、

美観地区に居住する住民へのアンケートをおこない、

生活環境としての美観地区に対して以下の結果を示し

ている。

「緑地や河川などの自然環境、町並みや道路景観、

商業施設、水害などに対する安全性などの満足度は

高いが、道路・公共施設の整備、公民館などの社会

教育施設、道路の安全性などの満足度は低かった。」
８）

　すなわち、美観地区は、伝統的な景観を守ることを

ねらいしているために、住民の生活環境にかかわる景

観については満足度が高いものの、道路・公共施設の

整備といった利便性・安全性の面で課題を残している

といえる。

　倉敷市美観地区における町並み保存活動は、現在世

代に利益をもたらすとともに、活動を支える制度やシ

ステムは、世代間の公平性を保障し、将来世代に伝統

的町並みを享受する利益をもたらしているといえる。

だがその一方で、世代間の公平性を保障する制度・シ

ステムは、将来世代の利益を保障するため、現在世代

に何らかの制約を課すものとなる。
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３．単元の到達目標
【個人的説明的知識】

〇倉敷美観地区の伝統的町並みは、市や住民、民間団

体が相互的に関わったシステムによって守られてい

る。

【個別的記述的知識】

・倉敷市は、美観地区の伝統的町並みを守るために、

　景観条例や「くらしきまちや賞」を制定している。

・ＮＰＯ倉敷まちづくりネットワークは、美観地区の

　景観保存のための環境改善の提案や、広報活動を市

　民におこなっている。

・美観地区の住民は、町並み保存のために建物の新改

　築に関する制約や生活上の困難を受け入れるととも

　に、美観地区の景観保存のための取り組みをおこな

　うＮＰＯに積極的に参加している。

４．単元の全体構成
　本単元は、第三次から構成され、合計五時間となっ

ている。

　第一次は、町並み保存活動による現在の世代にとっ

ての課題を把握させる。第一時では、倉敷美観地区の

景観保存の実態を把握させる。その際、児童に景観保

存活動による課題についての意識をもたせ、課題を明

らかにするための美観地区に居住する住民へのインタ

ビューの計画を立てさせる。第二時は、美観地区の住

民をゲストティーチャーとして招き、前時で児童に立

てさせた計画をもとにインタビューをおこなわせる。

第一次では、倉敷美観地区における町並み保存活動の

現状と課題を、美観地区の住民へのインタビューを通

して児童に認識させる。　

　第二次は、将来の世代が受ける影響を考えさせると

ともに、現在の世代の利益が将来の世代の利益と対立

することに気づかせる。第三時では、インタビューに

よって明らかとなった町並み保存が現在の人々だけで

なく、将来の人々のためでもあること、美観地区の住

民の困難を想起させる。町並み保存活動の現状をふま

えて、町並み保存をおこなうことによる将来への影響

を考えさせる。その上で、なぜ美観地区の住民は生活

への制約を受けているにもかかわらず、町並み保存活

動に積極的に関わろうとしているか考えさせる。その

ことにより、現在の美観地区の住民に加え、美観地区

を訪れる人々や後世にわたって美観地区を享受するた

め、制約や我慢を受け入れていることに気づかせる。

　第三次は、利益を調整し、世代間の公平性を保障し

うる社会のシステムや制度について考察させる。第四

時では、美観地区の住民が参加するＮＰＯの活動や生

活環境への制約を求める倉敷市の条例や制度を探究さ

せる。そのことにより、倉敷美観地区における町並み

保存活動が市役所、ＮＰＯ、住民が一体となってすす

められているシステムが形成されている一方で、住民

には制約を与えていることを理解させる。第五時では、

これまでの活動の振り返りをおこなわせた上で、現在

の自分と将来の自分自身の視点から、将来世代の利益

を踏まえることを基準に町並み保存のシステムや制度

を考察させ、授業を終える。

Ⅴ．おわりに
　本研究の成果としては、世代間の公平性を考えさせ

ることで持続可能な社会について認識形成をめざす授

業構成原理を示した点、町並み保存を事例として小学

校環境学習から持続可能な社会を認識させる単元を示

した点にある。本研究は、持続発展教育（ＥＳＤ）と

しての意義をもつものでもあり、小学校におけるＥＳ

Ｄとしての一方向を示すものである。
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